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一
方
で
、「
複
数
の
労
働

組
合
が
あ
る
こ
と
」「
加
入
・

未
加
入
は
自
由
」「
ど
の
組

合
に
加
入
し
て
も
差
別
し
な

い
」
と
い
う
会
社
の
説
明
に
、

未
加
入
者
が
増
え
て
い
る
こ

と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
労
の
取
り
組
み
と

会
社
と
の
関
係
悪
化
に
危
機

感
を
い
だ
き
、
異
常
と
思
え

る
ほ
ど
に
強
制
加
入
に
走
る

他
労
組
の
状
況
も
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
と
め
で
は
、
①
情
勢
の

共
有
化
を
図
る
こ
と
、
②
国

労
全
体
が
自
信
を
持
っ
て
加

入
を
呼
び
か
け
る
体
制
を
作

る
こ
と
、
③
各
機
関
が
組
織

的
に
取
り
組
み
を
実
践
し
、

更
な
る
拡
大
を
実
現
さ
せ
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

組
の
声
も
聞
き
な
が
ら
職
場

改
善
に
努
め
て
き
た
こ
と
が

国
労
の
信
頼
に
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

組
織
部
長
会
議
で
は
、
①

他
労
組
の
強
制
加
入
と
加
入

後
の
対
応
に
不
満
を
持
つ
青

年
が
加
入
、
②
仕
事
で
も
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
き
ち
ん
と

対
応
し
て
く
れ
る
国
労
組
合

員
を
信
頼
し
加
入
、
③
他
労

組
の
独
善
的
な
組
織
運
営
に

嫌
気
が
差
し
て
国
労
に
戻
る

こ
と
を
決
意
、
④
国
労
は
考

え
る
余
裕
を
与
え
て
く
れ
た

こ
と
が
信
用
さ
れ
て
新
採
の

加
入
に
つ
な
が
る
、
⑤
他
労

組
の
組
織
統
一
に
疑
問
を
持

ち
国
労
復
帰
、
な
ど
33
名
の

加
入
の
状
況
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

東
日
本
本
部
内
で
は
、
昨

年
８
月
の
大
会
以
降
33
名

（
６
月
14
日
現
在
）
の
復
帰
・

加
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
括
和
解
以
降
、
各
地
方
・

地
区
本
部
は
、
継
続
し
た
組

織
対
策
会
議
や
経
験
交
流
集

会
等
を
開
催
し
て
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
全
体
の

拡
大
に
対
す
る
意
識
も
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

差
別
に
屈
せ
ず
仕
事
の
中
心

に
な
っ
て
き
た
こ
と
、
他
労

　

東
日
本
工
務
協
は
、
６
月

７
日
〜
８
日
に
第
21
回
交
流

会
を
水
上
温
泉
で
開
催
し
ま

し
た
。
41
名
が
参
加
し
、
職

場
で
抱
え
る
課
題
と
組
織
拡

大
に
向
け
た
取
組
み
を
報
告

し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

効
率
化
が
進
み
、
要
員
不

足
と
世
代
交
代
が
急
速
に
進

む
中
で
、
技
術
継
承
問
題
を

背
景
に
し
た
矛
盾
が
職
場
で

は
様
々
な
形
で
噴
出
し
て
い

ま
す
。
上
野
保
技
セ
の
触
車

事
故
の
よ
う
に
一
歩
間
違
え

ば
命
を
失
う
待
避
不
良
事
故

が
２
０
１
３
年
度
は
８
件
発

生
し
、
直
轄
に
よ
る
も
の
が

４
件
、
巡
視
中
に
３
件
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
要
員
の
不

足
、
経
験
が
浅
い
実
態
が
報

告
さ
れ
た
交
流
会
で
し
た
。

　

要
員
不
足
の
実
態
は
、
巡

視
要
員
が
足
り
ず
Ａ
Ｔ
カ
ー

ト
で
や
っ
て
い
る
（
三
鷹
）。

線
路
科
間
の
助
勢
が
出
ず
、

検
査
が
間
に
合
わ
な
い
（
新

小
岩
）。
標
準
数
が
ｐ
社
出

向
者
を
入
れ
て
や
っ
と
の
状

態
や
、
科
長
も
入
れ
て
巡
視

し
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
実

態
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

２
月
の
大
雪
で
は
エ
リ
ア
を

超
え
て
Ｍ
Ｃ
Ｒ
・
投
排
雪
車

に
よ
る
除
雪
が
さ
れ
て
問
題

が
発
生
（
長
野
・
高
崎
・
郡

山
）。
秋
田
で
は
ｐ
社
で
間

に
合
わ
な
い
場
合
は
直
轄
で

除
雪
す
る
が
、
除
雪
に
は
経

験
が
必
要
で
あ
り
、
ｐ
社
の

部
外
能
力
が
限
界
に
き
て
い

る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
協
か
ら
は
若
手
は
相

変
わ
ら
ず
業
研
・
出
張
で
職

場
に
い
な
い
、
ベ
テ
ラ
ン
が

現
場
と
い
う
声
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
若
手
か
ら
は
担
務

を
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
、

仕
事
以
外
の
業
研
等
負
担
が

多
く
、
超
勤
も
す
べ
て
認
め

ら
れ
な
い
サ
ー
ビ
ス
労
働
の

実
態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
織
拡
大
の
取
組
み
は
、

役
員
で
は
な
く
一
般
組
合
員

の
日
々
の
働
き
か
け
が
拡
大

に
繋
が
っ
た
（
盛
岡
）。
各

地
協
か
ら
レ
ク
等
を
通
じ
て

積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
る

が
な
か
な
か
結
果
が
出
な
い

悩
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
戸
か
ら
は
、
竜
田
ま
で

運
転
再
開
さ
れ
た
が
、
原
発

に
近
い
ほ
ど
線
量
が
高
く
、

線
量
管
理
と
作
業
の
安
全
を

ど
う
す
る
か
議
論
さ
れ
て
い

る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
討
論
は
、
効
率

化
施
策
の
矛
盾
と
要
員
不

足
、
技
術
継
承
・
人
材
育
成

問
題
を
背
景
に
し
た
安
全
問

題
が
、
工
務
職
場
の
課
題
で

あ
る
と
浮
き
彫
り
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
原
発
事
故
が

終
息
し
て
お
ら
ず
、
常
磐
線

の
運
転
再
開
と
線
量
管
理
の

問
題
が
続
い
て
お
り
、
工
務

全
体
の
課
題
と
し
て
取
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

交
流
会
に
は
、
来
賓
と
し

て
伊
藤
エ
リ
ア
教
宣
部
長
、

地
元
地
本
か
ら
倉
林
副
委
員

長
が
参
加
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

情
勢
と
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
労
本
部
は
、
第
83
回
定
期
全
国
大
会
を
７
月
31
日
〜
８
月
１
日
に
開
催
す
る
こ
と
を
決

定
、
東
日
本
本
部
も
、
第
28
回
定
期
大
会
を
８
月
７
日
〜
８
日
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
両
大
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
事
は
、
職
場
や
地
方
で
の
取
り
組
み
、
成
果
や
教
訓

な
ど
を
持
ち
寄
り
、
全
て
の
闘
い
を
組
織
の
強
化
・
拡
大
へ
と
集
約
す
る
こ
と
で
す
。

　

今
号
は
、
①
東
日
本
各
地
方
・
地
区
本
部
組
織
部
長
会
議
、
②
東
日
本
工
務
協
・
交
流
会
、

③
東
京
地
本
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、
④
水
戸
地
本
職
場
活
動
家
交
流
集
会
、
の
各

報
告
と
し
ま
し
た
。
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東
京
地
方
本
部
は
５
月
17

日
〜
18
日
に
箱
根
湯
本
に
お

い
て
、
第
６
回
フ
レ
ッ
シ
ュ

マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
国
労
の
青
年

層
に
向
け
、
労
働
者
と
し
て

の
物
の
見
方
・
考
え
方
な
ど

の
学
習
の
強
化
を
図
っ
て
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

常
盤
教
宣
部
長
の
司
会
で

始
ま
り
、
続
い
て
鎌
田
委
員

長
か
ら
「
組
織
強
化
・
拡
大

に
向
け
、
全
体
で
意
思
統
一

す
る
場
の
一
つ
と
し
て
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い

る
。
今
年
も
多
く
の
仲
間
が

国
労
を
選
択
し
て
く
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
組
織
的
に
検
証

し
、
共
有
化
す
る
中
か
ら
、

し
っ
か
り
と
意
思
統
一
し

て
、
全
体
で
前
に
進
め
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
、
主

催
者
挨
拶
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
１
本
目
と
し
て
、

今
年
の
春
闘
で
ス
ト
ラ
イ
キ

に
突
入
し
た
相
模
鉄
道
労

組
・
谷
川
教
育
文
化
部
長
か

ら
「
今
年
の
春
闘
で
は
私
鉄

総
連
の
統
一
要
求
、
そ
の
他

被
服
費
や
家
族
手
当
な
ど
を

要
求
し
た
が
、
業
績
が
い
い

中
で
の
低
額
回
答
に
職
場
の

怒
り
が
わ
い
た
。
こ
こ
か
ら

３
月
20
日
の
ス
ト
突
入
に

つ
な
が
り
、
会
社
回
答
の
＋

５
０
０
円
と
家
族
給
の
上
積

み
と
な
っ
た
。
ス
ト
に
つ
い

て
は
、
激
励
も
多
か
っ
た
が
、

振
替
輸
送
な
ど
は
行
わ
な
い

事
も
あ
り
、
非
難
の
声
も
。

特
に
マ
ス
コ
ミ
の
悪
意
あ
る

論
調
が
多
く
、
鉄
道
は
人
が

動
か
し
て
い
る
と
い
う
視
点

が
無
い
」
と
話
が
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
東
日
本
本
部
・

武
田
組
織
部
長
か
ら
労
働
災

害
や
通
勤
災
害
に
つ
い
て
の

講
演
が
さ
れ
ま
し
た
。

散
会
交
流
（
６
分
散
会
）
が

各
部
屋
で
行
わ
れ
、
意
見
交

換
を
行
い
、
問
題
提
起
を
ど

う
受
け
止
め
役
員
自
ら
が
組

織
拡
大
に
繋
げ
て
行
く
の
か

討
論
を
重
ね
ま
し
た
。

　

分
散
会
終
了
後
に
は
懇
親

会
へ
と
席
を
移
動
し
、
時
間

の
経
つ
の
も
忘
れ
遅
く
ま
で

交
流
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

　

交
流
集
会
２
日
目
は
、
盛

岡
地
本
菊
池
組
織
部
長
か

ら
、
燃
え
る
盛
岡
地
本
組
織

拡
大
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
報
告
を
頂
き
、「
必
ず
会

議
で
提
起
し
て
い
る
の
は
、

キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
仕
事
』
で

あ
り
、
仕
事
を
通
じ
た
つ
な

が
り
を
作
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
把

握
・
分
析
・
行
動
が
重
要
で

あ
り
、
他
労
組
組
合
員
の
不

平
・
不
満
を
丁
寧
に
つ
か
み
、

目
的
意
識
的
な
関
わ
り
を
計

画
的
に
進
め
る
こ
と
が
大

切
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
分
会
及
び
分

散
会
の
報
告
を
行
い
、
伊
藤

隆
夫
東
日
本
本
部
執
行
委
員

の
感
想
を
頂
き
、
最
後
に
赤

沼
書
記
長
が
「
２
日
間
の
討

論
を
職
場
へ
持
ち
帰
り
、
分

会
・
班
で
議
論
す
る
中
で
成

果
を
出
し
て
欲
し
い
」
と
集

約
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
水

戸
地
本
菊
池
委
員
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
全
役
員
の
意

思
を
固
め
合
い
ま
し
た
。

　

小
澤
組
織
部
長
か
ら
地
方

本
部
と
し
て
の
提
起
が
行
わ

れ
、
続
く
全
体
交
流
で
は
若

手
組
合
員
か
ら
「
新
入
社
員

が
２
人
。
ま
だ
組
合
未
加
入
。

管
理
職
が
夜
間
不
在
で
輸
送

障
害
時
は
１
人
で
対
応
」「
労

働
組
合
離
れ
・
ア
レ
ル
ギ
ー

を
な
ん
と
か
し
た
い
」「
自

分
で
考
え
、
他
人
に
指
図
さ

れ
な
い
の
が
国
労
」「
列
車

の
遅
れ
が
多
く
、
休
憩
が
取

れ
な
い
。
遅
れ
の
把
握
さ
え

で
き
な
い
」「
職
場
は
和
気

あ
い
あ
い
す
ぎ
て
、
国
労

に
誘
い
に
く
い
」「
バ
ス
は

５
０
０
円
の
ベ
ア
が
あ
っ
た

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
賃
金
体
系

の
社
員
が
混
在
し
、
話
が
し

づ
ら
い
」「
超
勤
を
す
る
の

が
当
た
り
前
。
若
手
は
組
合

に
も
仕
事
に
も
不
満
が
多

い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
報
告

が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も

夕
食
を
取
り
な
が
ら
の
交
流

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
松
川
書
記
長

か
ら
情
勢
報
告
が
行
わ
れ
、

敷
さ
ん
か
ら
「
分
会
で
の
国

労
加
入
に
至
る
ま
で
」
と
題

し
、
北
上
工
務
分
会
組
織
拡

大
の
経
験
に
つ
い
て
、「
国

労
へ
加
入
し
た
若
者
は
ま
だ

ま
だ
少
数
で
す
。
若
者
の
決

意
を
無
駄
に
し
な
い
、
一
人

で
も
多
く
の
若
者
を
迎
え
よ

う
。
出
来
な
い
理
由
よ
り
出

来
る
理
由
、
１
０
０
の
議
論

よ
り
１
の
実
行
を
」
と
講
演

を
頂
き
ま
し
た
。
同
分
会
の

阿
部
さ
ん
か
ら
は
、
国
労
加

入
に
至
っ
た
気
持
ち
が
述
べ

ら
れ
、「
や
ら
な
け
れ
ば
何

も
変
わ
ら
な
い
」
と
の
言
葉

に
自
信
と
確
信
が
持
て
る
報

告
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
体
討
論
が
終
了
し
各
分

続
い
て
盛
岡
地
本
・
菊
池
組

織
部
長
か
ら
、
国
労
加
入
が

続
く
盛
岡
地
本
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
「
泊
り
が
け
の
交

流
会
を
開
催
し
、
他
地
本
と

の
交
流
を
図
っ
た
。
キ
ー

ワ
ー
ド
は
仕
事
。
要
求
の
掘

り
起
こ
し
と
、
改
善
、
宣
伝

を
。
現
在
の
流
れ
を
作
っ
た

の
は
、
組
合
員
と
職
場
の
雰

囲
気
。
他
労
組
組
合
員
の
不

満
の
受
け
皿
と
な
り
、
積
極

的
に
交
流
を
し
て
き
た
」
な

ど
の
話
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
松
川

書
記
長
か
ら「
組

織
は
人
間
の
集

ま
り
。
色
々
な

チ
ャ
ン
ネ
ル
を

使
っ
て
呼
び
掛

け
、
行
動
す
る

こ
と
が
大
事
。

闘
い
の
芽
は

常
に
職
場
に
転

が
っ
て
い
る
」

と
ま
と
め
が
さ

れ
、
交
流
会
は

終
了
し
ま
し
た
。

　

水
戸
地
方
本
部
は
第
11
回

職
場
活
動
家
交
流
集
会
を
６

月
14
日
〜
15
日
の
日
程
で
開

催
し
ま
し
た
。
集
会
に
は
、

東
日
本
本
部
伊
藤
執
行
委
員

を
は
じ
め
、
盛
岡
地
本
よ
り

菊
池
組
織
部
長
、
新
屋
敷
幸

二
さ
ん
（
北
上
工
務
分
会
副

委
員
長
）、
阿
部
茂
樹
さ
ん

（
北
上
工
務
分
会
）
が
参
加
、

総
勢
50
名
で
組
織
拡
大
の
経

験
を
学
び
合
い
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
久
保
田
組
織
部

長
よ
り
組
織
拡
大
の
課
題
に

沿
っ
て
報
告
が
さ
れ
、「
機

関
役
員
が
組
織
拡
大
に
ど
う

向
き
合
う
の
か
」
な
ど
一
歩

踏
み
込
ん
だ
問
題
提
起
が
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
新
屋

セミナー

第６回 東京地本

開催５月１７日
・ １８日


